
使いすてカイロ品質表示実施要領 

 

１ 表示すべき商品 

  使いすてカイロ 

 

２ 適用内容 

「使いすてカイロ」（以下「カイロ」という。）とは、使用時に火又は電気等の外部

エネルギー（酸素・水等を除く。）を与えずに、内包された薬品類の化学反応を熱源と

して昇温する温熱用品をいう。ただし、本実施要領５の測定方法及び算出方法により測

定及び算出した場合に、４０℃以上に昇温し、持続時間が１時間以上であるものに限る。 

適用対象は通常人体に使用することを目的としたものであり、消費者が購入しうる状

態におかれているものは対象となる。なお、景品、粗品等専ら無償贈呈用に供されるも

のにあっても表示すること。 

ただし、薬事法（昭和３５年法律第１４５号）第２条第４項に規定する医療機器には

適用しない。 

 

３ 表示すべき事項 

（１） 品名 

（２） 原材料名 

（３） 最高温度、平均温度、持続時間 

（４） 大きさ及び個数 

（５） 有効期限 

（６） 使用方法 

（７） 使用上の注意 

（８） 保存方法 

（９） 不良品の取替え 

（１０）裏面注意 

（１１）事業者の氏名又は名称、住所及び電話番号 

 

４ 表示の方法等 

 （１） 品名 

品名は「使いすてカイロ」と表示すること。 

 （２） 原材料名 

原材料名は成分重量の割合の多い順に表示すること。 

 原材料名は固有の名称を用い、用途名や化合物名で表示してはならない。 

     例            用いてはいけない名称 

 

  

 

 

活性炭 
脱臭剤 

炭素 

鉄粉 被酸化物 

金属粉 



   

 

ただし、触媒等により微量の塩類を複合して使用している場合は、一括して「塩

類」と表示することができる。 

 （３） 最高温度、平均温度、持続時間 

最高温度、平均温度及び持続時間は、本実施要領５の測定方法及び算出方法に

より測定及び算出した最高温度、平均温度及び持続時間を表示すること。最高温

度は、使用時の安全性を考慮し、注意喚起のためすべての試料の最高温度測定値

のうちの最高値とする。 

この場合、表示値の誤差の許容範囲は次のとおりとする。最高温度は、マイナ

ス３０パーセント、平均温度は、プラス・マイナス１０パーセント、持続時間は、

マイナス０パーセント。持続時間については、４８時間を超えるものは日数で表

示することができる。 

なお、最高温度が７０℃を超える場合は、最高温度の表示の近くに、やけどに

注意する旨を括弧書で表示すること。 

     例 

    最高温度７１℃ 

    （やけどにご注意ください。） 

最高温度７１℃（やけどに注意。） 

事業者は、表示した有効期限以上、測定結果の証拠書類等を保管し、いつでも

公開できるようにしておくこと。 

 （４） 大きさ及び個数 

内包装（シール部分を含む。）の大きさを縦及び横の長さで、センチメートル

又はミリメートルの単位で表示すること。この場合表示値の誤差の許容範囲は、

プラス・マイナス５パーセントとする。また、縦横の長さで表わすことができな

い形態のものは、外包装から大きさが分かるようにすること。 

個数は、一つの外包装（最少販売単位となる包装）内にある一使用単位の個数

を表示すること。 

 （５） 有効期限 

有効期限は、事業者がその製品としての性能を有すると認める期限をいう。 

有効期限の表示方法は、次のア、イ又はウに準ずること。 

ア 有効期限 平成２３年〇月 

イ 有効期限 ２３年〇月 

ウ 有効期限 ２０１１．〇 

また、有効期限の表示に際し、やむを得ず別の場所に記載する場合は、その場

所を明示すること。 

なお、その場合にあっても「有効期限」の語句は年月の前に記載すること。 

 （６） 使用方法 

使用方法は、事業者が製品ごとに消費者に分かりやすいように表示すること。 

なお、最高温度が７０℃を超える場合は、次のア及びイについて必要な表示を

木材チップ 保水剤 

繊維素 



すること。表示に際しては、アンダーラインを付す、大きな活字を使用する。ゴ

シック体を使用する、他と異なる色を使用する等の方法により、他の表示事項に

比べて特に目立つように表示すること。 

ア 高温のためやけどに注意すること。 

イ 製品特性を考慮し、直接肌に当てず、肌着の上から又は布等に包んで使用する

こと。 

（７） 使用上の注意 

使用上の注意は、次のアからエまでについて必要な表示をすること。 

ア 低温やけど防止のための注意 

イ 就寝時の安全な使用に関する注意 

ウ 子供や身体の不自由な人、皮膚の弱い人等の使用に関する注意 

エ 使用後の廃棄方法に関する注意 

なお、消費者に注意を喚起するため、上記表示事項以外に付け加える事項があ

る場合は、アからエまでのそれぞれの表示事項を記載した後に表示すること。 

（８） 保存方法 

保存方法は、次のア及びイについて必要な表示をすること。 

ア 直射日光をさけ、涼しい所に保存すること。 

イ 幼児の手の届く所に置かないこと。 

なお、消費者に注意を喚起するため、上記表示事項以外に付け加える事項があ

る場合は、ア及びイそれぞれの表示事項を記載した後に表示すること。 

 （９） 不良品の取替え 

   不良品の取替え等について必要な表示をすること。 

（１０）裏面注意 

裏面もよく読むようにとの表示をすること。見出しは必要としない。 

（１１）事業者の氏名又は名称、住所及び電話番号 

事業者の氏名又は名称、住所及び電話番号を表示すること。 

ここでいう事業者とは、製造業者、発売元、卸売業者及び小売業者等であり、

すべて当該製品を消費者に供給する事業者として表示義務を負っている。しかし、

一般的には、製造業者がその製品に所定の表示を行う。 

また、製造業者と発売元というように複数の事業者名を表示した場合は、それ

ぞれの事業者が表示事項に対する責任を負う。 

 （１２）表示すべき場所等 

表示すべき事項は、最少販売可能単位ごとにその包装（外包装）の見やすい箇

所に見やすいように印刷、押印の方法により表示すること。表示すべき事項のう

ち（３）、（４）及び（１０）の事項は外包装の表側に表示することとし、（６）

を除くその他の表示すべき事項は、外包装の裏側に一括して枠で囲んで表示する

こと。（表示例を参照のこと。） 

なお、（４）大きさ及び個数、（９）不良品の取替え、（１１）事業者の氏名

又は名称、住所及び電話番号の見出しは省略することができる。 

また、外包装の他に箱等の容器に入れて販売する場合は、箱等の容器に所定の



表示事項を表示すること。ただし、流通用の箱等（デスプレイボックス、ロット

ボックス等）については、この限りでない。 

複数の「カイロ」をまとめた包装の場合（無色で透明な包材を使用し、中の「カ

イロ」の表及び裏の表示が見える。）は「入り数」のみを包装の側面に表示する

こと。ただし、バーコード、ＪＩＳマーク等は表示することができる。この場合

は、中のカイロの表示が見えるように表示すること。 

身体の末梢部分（首より上、手首より先、足首より先）にのみ使用することを

目的とした「カイロ」及び付属品を用いる「カイロ」の表示すべき事項について

必要と認める場合は、別途定めることができる。 

 （１３）表示に用いる文字等 

表示に用いる文字は、表示すべき事項（３）、（４）及び（１０）については

日本産業規格Ｚ８３０５（活字の基準寸法）に規定する８ポイントの活字以上の

大きさとし、その他の表示すべき事項のうち、見出しについては８ポイントの活

字以上、本文については６ポイントの活字以上の大きさによること。 

ただし、外包装（シール部分を除く。）の全面積が２００平方センチメートル

未満のものにあっては、８ポイントを６ポイントに、６ポイントを５．５ポイン

トに変えることができる。 

なお、表示に用いる文字は地色と対照的な色で表示することとし、全体的なデ

ザイン等に関しても十分留意して色の選定をする必要がある。できれば、表示部

分を白色でベタ刷りして、黒又は濃色のインクを用いて表示する。 

 

５ 測定方法及び算出方法 

 （１） 測定方法 

   ア 試験条件 

試験条件は、日本産業規格Ｓ４１００（使いすてかいろ）の６．６.１による。 

   イ 手順 

手順は、日本産業規格Ｓ４１００（使いすてかいろ）の６．６．２による。 

 （２） 算出方法 

   ア 最高温度 

（ア） １０個の試験試料（以下「試料」という。）を用いて温度特性試験を行

い、すべての試料の最高温度（Ｔ）、測定値の中の最高値（Ｔｍ）を求め

る。（１０個の試料でＴｍのデータは１点。） 

（イ） （ア）の試験を各ロットにつき行い（Ｔｍのデータ数として50以上。） 

ａ Ｔｍの平均値(Ｔ
―

ｍ)を求める。 

ｂ Ｔｍの標準偏差（σ）を求める。 

ｃ Ｔ
―

ｍにσの３倍（３σ）を加えた値（Ｔ
―

ｍ＋３σ）を求める。 

（ウ） Ｔ
―

ｍ＋３σを最高温度の表示値とする。なお、１℃未満は切り上げる。 

ただし、表示した最高温度に対し、表示算出基準値がプラス・マイナス



７パーセント以上変化した場合は、新たな最高温度を表示すること。 

（エ） 以上を図示すると、次のようになる。 

 

表示値Ｔ
―

ｍ＋３σ   なお、１℃未満は切り上げる。 

（オ） ただし、最高温度（Ｔ）の下限値（上図中の④）の許容範囲は表示値のマ

イナス３０パーセント以内であるとしているので、最高温度（Ｔ）の下限値

④≧表示値（１－０．３０）となる。 

ここで、Ｔ
―

は５０ロット以上についての最高温度（Ｔ）全データの平均値。 

また、σ´はその標準偏差である。（詳しくは、「参考」を参照すること。） 

イ 平均温度 

（ア） １０個の試料を用いて温度特性試験を行い、発熱開始後４０℃となってか

ら最高温度を経過し、４０℃となるまで１５分ごとの測定値を選び出す。１

５分ごとに、最大値及び最小値を除外する。（ただし、最大値または最小値

が複数となる場合は、複数となる最大値または最小値の一つを除外する。）

除外した後、残るすべての測定値の合計値（Ｔｓａｍ）を求め、これを測定

値の数（ＮＴ）で割り平均温度（Ｔａｖ）を求める。 

（イ） （ア）の試験を１０ロット以上行い、平均温度（Ｔａｖ）の平均値（Ｔ
―

ａ

ｖ）を求める。 

（ウ） （イ）で求めた平均値（Ｔ
―

ａｖ）の小数点第１位の数値を四捨五入したも

のを表示値とする。 

  ウ 持続時間 

（ア） １０個の試料を用いて、温度特性試験を行い、発熱開始後４０℃となって

から、最高温度を経過し、４０℃となるまで測定した時間〔持続時間（ｘ）〕

のうち、最大値及び最小値をそれぞれ除外し（ただし、最大値又は最小値が

複数となる場合は、複数となる最大値は最小値の１つを除外する。）、残る

測定値の平均値（ｘ
―

)を求める。 



（イ） （ア）の試験を各ロットについて行い（ｘ
―

のデータ数として５０以上。） 

ａ ｘ
―

の平均値（ｘ
＝

）を求める。 

ｂ ｘ
―

の標準偏差σを求める。 

ｃ ｘ
＝

からσの３倍（３σ）を差し引いた値（ｘ
＝

－３σ）を求める。 

ｄ 上記を図にすると、次のようになる。 

 

表示値≦ｘ
＝

－３σ   なお、１時間未満は切り捨てる。 

 （３） 身体の末梢部分（首より上、手首より先、足首より先）にのみ使用することを

目的とした「カイロ」及び付属品を用いる「カイロ」の測定方法・算出方法につ

いて必要と認める場合は、別途定めることができる。 

 

６ 実施年月日 

昭和５７年４月１日製造分から実施する（昭和６２年４月１日実施要領一部改正）。 

ただし、実施日以前に製造されたものについての表示事項は従前の例でよいものとす

る。 

 平成１９年４月２日一部改正 

平成２３年４月１日一部改正 

令和元年７月１日一部改正 



≪表示例 １≫ 

○み○や○こ○カ○イ○ロ  
最高温度 62℃ 

平均温度 48℃ 

持続時間 24 時間 

13.3cm×9.5cm １個入          裏面もよくお読みください。 

 

使用方法 

� ……………………… 

� ……………………… 

� ……………………… 

 

品  名   使いすてカイロ 

原材料名   鉄粉、木材チップ、水、塩類 

有効期限   平成２３年○月 

使用上の注意   ●低温やけどは、体温より高い温度の発熱体

を長時間あてていると紅斑、水疱等の症状を

おこすやけどのことです。 

なお、自覚症状をともなわないで低温やけ

どになる場合もありますのでご注意くださ

い。 

●就寝時に使用しますと、表示の最高温度を

こえる場合があります。また、お子さまや身

体のご不自由な方、皮膚の弱い方等が使用さ

れる場合は、特にご注意ください。 

●使用後は市区町村の区分に従ってお捨てく

ださい。 

保存方法    ●直射日光をさけ、涼しい所に保存してくだ

さい。 

●幼児の手の届く所に置かないでください。 

品質には万全を期していますが、万一不良品がありました場合

にはお買い上げの月日、店名をそえて弊社までお送りくださ

い。新しい製品とお取替えします。 

     

○○○株式会社 

      東京都○○区○○町○丁目○番地 

       03 (3123) 4567 (代) 

 



 ≪表示例２（最高温度が７０℃を超えるもの）≫ 

○み○や○こ○カ○イ○ロ  
最高温度 72℃（やけどにご注意ください。) 

平均温度 58℃ 

持続時間 24 時間 

13.3cm×9.5cm １個入          裏面もよくお読みください。 

 

使用方法 

� ………………………… 

� ………………………… 

� ………………………… 

� 高温のためやけどに 

ご注意ください。 

(例１) 

・ 直接肌に当てず、肌着の

上からお使いください。あつ

すぎるときは、布等に包んで

ご使用ください。 

(例２) 

・ 直接肌に当てず、肌着の

上から布等に包んでご使用

ください。 

 

品  名   使いすてカイロ 

原材料名   鉄粉、木材チップ、水、塩類 

有効期限   平成２３年○月 

使用上の注意  ●低温やけどは、体温より高い温度の発熱体

を長時間あてていると紅斑、水疱等の症状を

おこすやけどのことです。 

なお、自覚症状をともなわないで低温やけ

どになる場合もありますのでご注意くださ

い。 

●就寝時に使用しますと、表示の最高温度を

こえる場合があります。また、お子さまや身

体のご不自由な方、皮膚の弱い方等が使用さ

れる場合は、特にご注意ください。 

●使用後は市区町村の区分に従ってお捨てく

ださい。 

保存方法    ●直射日光をさけ、涼しい所に保存してくだ

さい。 

●幼児の手の届く所に置かないでください。 

品質には万全を期していますが、万一不良品がありました場合

にはお買い上げの月日、店名をそえて弊社までお送りくださ

い。新しい製品とお取替えします。 

 

○○○株式会社 

 東京都○○区○○町○丁目○番地 

03 (3123) 4567 (代) 

 

 



「参 考」 

算出方法の例 

 

 １０個の試料を用いて、温度特性試験を行い、発熱開始後１５分毎に各試料の温度を測

定したものを表１に示す。これを例として用い、表示方法を説明する。 

 

１ 最高温度 

（１） 表１での最高温度(Ｔ)の測定値は、５０～５９℃であり、その最高値(Ｔｍ)は

５９℃である。 

（２） 表１と同じような試験を５０ロットについて行い、それぞれの最高値(Ｔｍ)と

して次のデータを得た。 

57 56 55 53 52 51 50 53 56 55 

59 54 57 57 56 57 56 59 52 53 

55 55 53 57 51 53 54 50 50 51 

59 57 60 54 54 58 56 59 57 55 

57 56 56 55 58 54 53 52 56 57 

ア Ｔｍの平均値（Ｔ
―

ｍ）を求めるとＴ
―

ｍ＝５５．０℃ 

イ Ｔｍの標準偏差（σ）を求めるとσ＝２．５７ 

ウ Ｔ
―

ｍにσの3倍を加えた値（Ｔｍ＋３σ）を求めると 

  （Ｔ
―

ｍ＋３σ）＝５５．０＋３×２．５７＝６２．７ 

（３） （Ｔ
―

ｍ＋３σ）は、６２．７℃であるが１℃未満は切り上げとなるので、表示

値は６３℃となる。 

（４） ただし、最高温度(Ｔ)の下限値は表示値からマイナス３０％以内でなければな

らない制限がある。 

最高温度(Ｔ)の下限値≧表示値（１－０．３０） 

ここで、最高温度の加減値は次の方法で求める。 

表１と同じように行った試験５０ロットの全ての最高温度（Ｔ）の測定値とし

て次の値を得た。 

53 51 55 52 53 57 ………………………… 

………………………………………………………… 

………………………………………………………… 

………………………………………………………… 

……………………………（データ数として５００点） 

ａ これから平均値(Ｔ
―

)を求める。たとえば５３．６℃ 

ｂ 標準偏差(σ)を求める。たとえば３．００ 

ｃ 平均値（Ｔ
―

）から標準偏差（σ）の３倍（３σ′)を差し引き最高温度（Ｔ）

の下限値とする。 

最高温度（Ｔ）の下限値＝Ｔ－３σ′＝５３．６－３×３．００＝４４．６ 

４４．６℃は表示値（６３℃）のマイナス３０％より大きいことから最高温度

（Ｔ）の下限値≧表示値（１－０．３０）を満足している。 

 



２ 平均温度 

（１） 表１で１５分毎に測定したデータのうち、最大値及び最小値をそれぞれ除外し

（最大値又は最小値が複数となる場合は、複数となる最大値又は最小値の一つを

除外する。）、残ったすべての測定値の合計値（Ｔsam）は、Ｔsam＝３３,７９

０であった。 

また、残った全ての測定値の数（ＮＴ）は６８４であった。したがって、ここ

での平均温度（Ｔav）は 

     Ｔav＝Ｔsam／ＮＴ＝３３，７９０／６８４＝４９．４であった。 

（２） 表１と同じような試験を１０ロット以上について行い、平均温度（Ｔav）の平

均値（Ｔ
―

av）を求める。 

（３） （２）で求めたＴ
―

av が４９．７℃であったとき、この値を四捨五入して求め

た５０℃を表示値とする。 

 

３ 持続時間 

（１） 表１の持続時間の平均値（ｘ
―

）は、２１．６時間であった。 

（２） 表１と同じような試験を５０ロットについて行い、それぞれの持続時間の平均

値（ｘ
―

）として次の値を得た。 

19.1 20.2 21.3 20.1 21.2 21.3 22.4 20.1 23.2 24.3 

20.6 20.5 22.2 21.5 24.3 20.1 21.8 21.8 21.1 22.2 

20.1 21.3 20.6 21.5 20.1 20.9 21.2 22.4 20.8 23.7 

21.2 23.6 20.1 20.5 21.3 22.4 20.0 22.0 20.8 20.0 

21.2 20.4 21.5 20.3 20.2 21.4 20.0 21.9 22.0 20.1 

ア ｘ
―

の平均値（ｘ
＝

）を求めるとｘ
＝

＝２０．９８ 

イ ｘ
―

の標準偏差（σ）を求めるとσ＝１．１７ 

ウ ｘ
＝

からσの3倍（3σ）を差し引いた値（ｘ
＝

－３σ）を求めると 

ｘ
＝

－３σ＝２０．９８－３×１．１７＝１７．４７ 

（３） （ｘ
＝

－３σ）以下の数値を持続時間の表示とするが、この場合ｘ
＝

－３σ＝１７．

４７であり、１時間未満は切り捨てるので表示値は１７時間となる。 



表１．最高温度・平均温度・持続時間の算出方法（例）

ＪＩＳ測定方法での10個のデータ
時 1 2 19 20 21 22 23

試料No. 分 15 30 45 60 75 90 105 120 1140 1155 1170 1185 1200 1215 1230 1245 1260 1275 1290 1305 1320 1335 1350 1365 1380

42 47 50 52 52 53 53 53 この間に最高温度53℃を
測定 43 42 42 41 41 41 42 41 40 40 39

40 45 47 48 48 49 49 49 51℃ 41 41 40 40 40 39
43 48 50 52 53 54 55 55 55℃ 43 43 42 42 42 41 41 41 40 40 40 40 40 30
42 46 49 50 51 51 52 52 52℃ 42 42 41 41 41 41 40 40 40 40 39
42 47 49 51 51 52 52 53 53℃ 48 48 48 48 48 48 48 47 49 46 44 43 42 42 40 40 39
41 45 48 50 49 50 50 50 50℃ 42 41 41 40 40 40 39
42 44 47 48 49 49 51 51 51℃ 44 44 44 44 43 43 43 42 42 42 42 41 41 40 40 39
44 50 53 56 57 58 59 59 （59℃※最高温度） 43 42 42 42 41 41 41 41 40 40 39
41 47 50 52 52 53 53 53 53℃ 45 45 44 44 44 43 43 43 42 42 41 41 40 40 39
45 50 53 55 56 56 57 57 57℃ 46 45 45 44 43 42 42 41 41 41 41 41 40 40 40 39
337 375 396 410 413 418 423 424 348 344 341 338 335 292 252 249 245 245 124 123 121 80 80
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 7 6 6 6 6 3 3 3 2 2

この間測定中

注：×は無効。　　／は最高値又は最低値として除去。　　○は最高値又は最低値複数につき除外せず。
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